
表2緑化推進本部の活動のあらまし

1973～74年：自治会が団地の緑が少ないことに着目し、

緑の倍増を提案し、住民と専門家で長期

緑化5力年計画を策定、狭山市と緑化協
定締結（現物支給受ける）

1975～79年：担い手として緑化推進本部及び緑化協力
員制度を、活動資金として緑化特別会費

制度を設置（年間600円を全世帯から5
年間徴収）、住民の手で緑化活動開始、活

動3年日に団地の植栽管理を自主管理（浮

いた経費を緑化活動に充当）、5年後に緑

の倍増を達成（植栽樹木：高中木1，440

本、苗木320本、低木3，700株、植樹費

用二710万円）

1980～02年：美しい環境づくり計画を策定し、その後

も緑を増やす活動を継続するとともに緑
化活動を多様化

〈緑を増やす・繕う・誹える活動〉

緑地環境の再整備、地被植物の導入、ミニ果樹園の造

成、まちかど広場や花壇広場の整備など

〈緑を育む・リサイクルする〉

日照障害となってきたケヤキを団地外に移植するケヤ

キの嫁入り作戦の展開、花壇づくり、努定枝のチップ
化、間伐材を活かしたシイタケ栽培、緑のクラフトづ

くり、炭焼き、落葉堆肥づくりなど

〈緑に親しむ活動〉
花壇づくり、野点、草花即売会、草花遊び、樹木オリ

エンテーリング、梅酒づくり、ツリーイルミネーショ

ンなど

2003年～：　NPOのもとで活動、生ごみリサイクルを

進める会・禦農クラブ・わくわく自然園

を守り育てる会などとゆるやかに連携し

循環型コミュキティづくりを志向、活動

に有償ボランティア制度を導入、市内の

雑木林の保全活動などに参加協力など

の運営）」の発足など、さらには管理組合によ

る階段室への手すり設置、階段のスロープ化

などバリアフリー対策などの福祉の取り組み

です。その他、リサイクルマーケットを手掛

ける「リサイクルわかば」、子供も大人も一緒

に楽農を楽しむ共同農場（100坪）を管理運

営する「楽農クラブ」なども発足しています。

以上、担い手の観点から駆け足で30年の歩

みをご紹介したわけですが、現在、ハイツの

コミュニティは、コミュニティ活動を担う

「自治会」と共有財産の保全を担う「管理組合」

が両輪となり、暮らしの安全・環境・文化・

福祉・子育てなどに関わるさまざまの担い手

がコミュニティをマネジメントしています

（図2）。
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コミュニティを育んできたエンジン
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平凡な団地ですが外部から「元気な団地で

すね」とよく言われます。そのエンジンにな

ったココロ・ヒト・モノ・カネ資源を紹介す

ることにします。
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く先取り的な発想と面白がりや精神〉

ココロ資源、志あるいはパッション（情熱）

といってもいいかも知れません。ハイツに新

しい住み手が住み始めた矢先、志を高く持ち、

情熱をもって自治会活動に取り組む若い役員

がいました。感心させられるのは、当時の自

治会が入居当初の各種の生活上のトラブルな

どに真肇に取り組むだけではなく、将来を見

据えた長期的な展望も合わせて示したことで

す。

一つが先にご紹介した団地の緑の倍増事業

であり、もう一つは子供のための文化活動拠

点づくり事業です。こうした先取り的な発想

も含めた入居当初のココロがその後の自治会

活動はもとより、さまざまのコミュニティ活

動に引き継がれていきました。そして、その

ココロはいつしか遊び心（面白がりや精神）

という言葉に置き換えられ、受け継がれてい

ます。

〈多様な担い手たちとそのゆるやかな連携〉

住民の大半は、サラリーマンで占められて

いますが、2，000人近くの人口があれば職種

も考え方もいろいろです。その意味でやはり

最大の資源は人です。図2に示した担い手の

多くは、自治会が発足の動機づけを行い、そ

の後担い手が自立し、主体的に活動に取り組

むというパターンを歩んだものが少なくあり

ません。これら組織で活動する担い手は延べ

約400名余りに及びます。

自治会や管理組合では自らすすんで役員を

引き受ける人はいませんが、推薦活動を通じ

てなんとか役員を決めてきています。また、

活動が多岐にわたり、しかも多忙であること

から長く役員を引き受ける人もいません。そ

れがかえって活力創出の源にもなっています。

一方、線化推進本部のような任意団体は、

任期がなく、長期にわたり担い手として活動

している人が多く、そうした人たちはそれぞ

れの団体の活動だけではなく、自治会や管理

組合の活動を、あるいは関係団体の活動を側

面的にサポートしてきている意味は大きいと

思います。

〈賢い資源のつかいこなし〉

共有財産としての土地と建物

ハイツのモノ資源といえば、まず共有財産

としての土地と建物があげられます。そのた

め土地や建物のあり様についてはいやがおう

でもみんなで話し合って決めざるを得ません。

それは戸建て住宅地と大きく異なる点です。

ハイツが誇りとする縁の倍増事業やまるた小


